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カーボンニュートラルに向けた切削加工における環境性能評価

令和３年度下期～令和４年度

研究概要

国では昨年、「2050年カーボンニュートラル」を宣言し、「2050年カーボンニュートラルに伴う
グリーン成長戦略」の策定や炭素税導入の検討など、脱炭素社会に向けた動きを加速させ
ている。これにともない、製造工程をはじめとした各工程において、カーボンニュートラルに向
けた取組みを推進することが求められている。

本研究ではカーボンニュートラルに向けて、主要な生産工程の一つである切削加工に着目
し、次世代自動車や各種金型などで用いられるCFRPや焼入鋼などの難削材の切削加工に
おいて、従来までの品質、能率、コストに環境負荷を加えた観点から、最適な加工条件につ
いて検討する。まず、切削加工において環境負荷を定量的評価する手法について検討す
る。つぎに上記材料等の切削において、加工条件や加工方法が品質やコスト等に加えて、
環境負荷に及ぼす影響について定量的に評価するとともに、環境負荷に強く影響を及ぼす
因子を明らかにすることで、その改善を試みる。
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　CO２削減は全産業の課題で、切削加工でも環境を考慮するのは必要であり、それを数値

化する手法としては良いテーマである。
　研究実施にあたっては、数多いLCA関連研究者との情報交換や交流も重要である。切削
加工の工程がカーボンニュートラルにどの程度寄与するかが、研究の重要度に大きく関わ
る。地域貢献のために必要な個別課題の選別・評価の観点からも、検討すること。
　製造現場では品質、加工性能などいくつものパラメーターを製造条件として設定するので、
環境負荷とそれらのパラメータの重みづけが重要な点である。データの汎用性と精度のバラ
ンスを見ながら「企業が使いやすいデータの提供」を心がけてもらいたい。
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